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８
月
４
日
、「
南
区
人
権
映
画

鑑
賞
会
」
を
龍
谷
大
学
ア
バ
ン

テ
ィ
響
都
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
映

画
『
お
に
い
ち
ゃ
ん
の
ハ
ナ
ビ
』

を
上
映
し
ま
し
た
。

当
日
は
約
200
名
が
参
加
。
白
血

病
の
少
女
と
彼
女
の
た
め
に
花
火

を
打
ち
上
げ
た
兄
と
の
感
動
の
実

話
に
基
づ
く
作
品
に
、
参
加
者
か

ら
「
家
族
、
友
人
と
の
絆
や
人
を

思
い
や
る
心
、
そ
し
て
命
の
大
切

さ
を
改
め
て
感
じ
た
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

南
区
人
権
文
化
推
進
会
議
で

は
、
今
後
も
人
権
に
関
す
る
取
組

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

東
寺
消
防
出
張
所
を
移
転
、
名
称

を
「
京
都
駅
西
消
防
出
張
所
」
に

変
更
し
、
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
新
た
な
消
防
出
張
所
は
、

よ
り
京
都
駅
に
近
い
場
所
か
ら
、

区
民
や
旅
行
者
の
皆
さ
ん
の
安

心
・
安
全
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。

分
散
な
ど
の
実
験
が
あ
り
、
初
め

て
目
に
す
る
化
学
の
神
秘
に
、
子

ど
も
は
も
ち
ろ
ん
大
人
も
興
味
深

く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
桃
や
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の

香
り
を
使
っ
た
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
作

り
は
大
好
評
で
、
世
界
に
１
つ
だ

け
の
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
を
思
い
思
い

に
作
製
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
わ
か
り
や

す
い
説
明
で
知
ら
な
い
こ
と
を
た

く
さ
ん
学
べ
て
楽
し
か
っ
た
」、

「
面
白
い
実
験
に
よ
り
会
社
の
製

品
作
り
の
一
端
が
良
く
わ
か
っ

た
」
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
、
見
学
会
は
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

南
区
で
は
、
今
後
も
区
内
の
企

業
と
区
民
と
の
交
流
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

７
月
27
日
、
南
区
文
化
協
議
会

に
よ
る
「
親
と
子
の
写
生
会
と
東

寺
拝
観
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
南
区
が
誇
る
世
界
文
化

遺
産
の
東
寺
に
触
れ
、
文
化
財
の

大
切
さ
を
実
感
し
て
も
ら
う
た
め
、

東
寺
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
夏
休

み
に
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
強
い
日
差
し
が
照
り

つ
け
る
中
、
多
数
の
親
子
が
東
寺

境
内
の
五
重
塔
や
お
堂
の
よ
く
見

え
る
場
所
を
確
保
。
熱
心
に
絵
を

描
く
子
ど
も
た
ち
を
温
か
く
見
守

る
傍
ら
、
保
護
者
の
方
々
は
貴
重

な
文
化
財
の
拝
観
な
ど
も
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

今
回
子
ど
も
た
ち
が
描
い
た

絵
は
10
月
15
日
か
ら
25
日
ま
で
、

区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
。

ま
た
、
11
月
10
日
に
開
催
予
定

の
「
南
区
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」

で
、
会
場
内
で
の
展
示
と
優
秀
作

品
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

７
月
30
日
、
第
５
回
「
南
区
企

業
の
〝
知
〞
活
用
促
進
事
業
」
と

し
て
、
第
一
工
業
製
薬
株
式
会
社

（
南
区
吉
祥
院
）
の
協
力
で
、「
私

た
ち
の
生
活
に
身
近
な
化
学
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
見
学
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
公
募
の
親
子
等
35
名

が
参
加
し
、
第
一
工
業
製
薬
の
中

枢
施
設
の
研
究
所
や
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
を
見
学
。
そ
の
後
の
講
座
で

は
、
界
面
活
性
剤
の
作
用
に
よ
る

水
と
油
が
混
ざ
っ
て
白
く
濁
る
乳

化
や
、
水
の
中
に
入
れ
た
ス
ス
が

散
ら
ば
っ
て
布
に
再
付
着
し
な
い

広
場
広
場

み
な
み
の

み
な
み
の

東
寺
の
魅
力
を
親
子

で
実
感

第
５
回
「
南
区
企
業

の
〝
知
〞
活
用
促
進

事
業
」
を
開
催

映
画
を
通
し
て
人
権

の
大
切
さ
を
学
ぶ　

映
画
鑑
賞
会
を
開
催

問
＝
健
康
づ
く
り
推
進
課（
☎
681・３
５
７
３
）

受
付
時
間
は
い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時

○
９
月
20
日（
金
）　

祥
豊
小
学
校

○
９
月
27
日（
金
）　
洛
南
身
体
障
害
者
福
祉
会
館

○
10
月
４
日（
金
）　

吉
祥
院
小
学
校

○
10
月
７
日（
月
）　

唐
橋
小
学
校

集
団
健
診
の
お
知
ら
せ

新
名
称　

京
都
駅
西
消
防
出
張
所

所
在
地　

西
九
条
戒
光
寺
町

　
　
　
　

（
左
図
参
照
）

電
話
番
号　

691
・
０
３
２
７

配
置
隊　

高
規
格
救
急
隊
１
隊

問
＝
南
消
防
署（

☎
681
・
０
７
１
１
）

９
月
１
日
か
ら
、
京
都
駅
周
辺

の
救
急
活
動
に
対
応
す
る
た
め
、

ぼうさいぼうさい
コーナーコーナー

「
京
都
駅
西
消
防
出
張
所
」

の
運
用
開
始
！

南
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
年
齢

と
と
も
に
増
え
て
く
る
腰
痛
・
膝

痛
の
原
因
や
予
防
法
な
ど
に
つ
い

て
の
講
話
と
、
手
軽
に
で
き
る
体

操
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

骨
粗
し
ょ
う
症
健
診
も
行
い

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ど
う
ぞ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

①
10
月
10
日
（
木
）　

午
後

１
時
30
分
〜
３
時　

②
10
月
31
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

皆
様
か
ら
の
温
か
い
募
金
は

高
齢
者
や
児
童
、
障
害
の
あ
る
方

の
福
祉
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。募

金
の
約
６
割
は
南
区
内
の

福
祉
事
業
に
還
元
さ
れ
、
他
は
府

内
の
福
祉
事
業
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

運
動
期
間
中
、
地
域
委
員
が
募

金
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
の
で
、

地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

「
腰
痛
・
膝
痛
ら
く
ら
く
教
室
」
参
加
者
募
集

みんなで楽しく元気な１日を！

学区民体育祭を開催
スポーツの秋を迎え、今年も南区内の各学区で、学区

民体育祭が開催されます。

当日は子どもやお年寄り向けの競技や町内対抗競技な

ど、みんなで楽しめる様々な種目を用意。

皆さんの参加と応援をお待ちしています。

問＝地域力推進室（☎681-3417）

開催日 予備日 開始時間 学区名 会場

９月29日（日） 10月６日（日）

8:00 南大内 南大内小学校

8:00 吉祥院 吉祥院小学校

8:30 祥　豊 祥豊小学校

8:00 祥　栄 祥栄小学校

8:30 上鳥羽 上鳥羽小学校

10月６日（日） 10月13日（日）

8:30 九　条 九条中学校

9:00 弘　道 九条弘道小学校

8:30 陶　化 元陶化小学校

8:45 山　王 元山王小学校

8:30 久　世 久世中学校

10月13日（日）
10月14日（月・祝）

8:30 塔　南 九条塔南小学校

9:00 東　和 元東和小学校

10月20日（日） 8:00 唐　橋 唐橋小学校

10月20日（日） 10月27日（日） 9:00 梅　逕 南大内小学校

場
所　

南
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　

（
ヘ
ル
ス
ピ
ア
21
）

内
容　

①
骨
粗
し
ょ
う
症
健
診　

②
骨
粗
し
ょ
う
症
健
診
の
結
果
報

告
、
講
話
「
腰
痛
・
膝
痛
の
原
因

と
予
防
に
つ
い
て
」、
腰
痛
・
膝

痛
予
防
の
た
め
の
簡
単
体
操

対
象　

区
内
在
住
の
70
歳
以
下
で

運
動
制
限
の
な
い
方
（
②
の
み
の

参
加
は
年
齢
制
限
な
し
）

定
員　

先
着
30
名

費
用　

千
円
（
免
除
制
度
有
。

②
の
み
の
参
加
は
無
料
）

申
込　

実
施
日
の
３
日
前
ま
で
に

電
話
又
は
窓
口
で

問
・

＝
健
康
づ
く
り
推
進
課

（
☎
681
・
３
５
７
３
）

地域の拠点で有害ごみや資源ごみなどを回収！
「有害・危険ごみ等の移動式拠点回収事業」を実施

市では従来収集を行っていなかった石油類や薬品などの品目や、

使用済てんぷら油をはじめ、リユースびん、紙パックなどの資源

物を地域の拠点で回収できるよう、「有害・危険ごみ等の移動式拠

点回収事業」を実施します。どうぞご利用ください。

石油類、薬品、使用済てんぷら油、リユースびん、紙パックなど

23品目

※ 詳しくはまち美化事務所、エコまちステーションで配布中の

チラシをご覧ください。

問＝南部まち美化事務所 （☎681-0456）
　　南エコまちステーション （☎366-0188）

日　　　程
※時間はいずれも午前10時～12時 場　　　所

 ９月29日（日） 唐橋小学校（唐橋西寺町）

 10月５日（土） 元山王小学校（東九条東山王町）

 10月９日（水） 比永城公園（西九条東比永城町）

 10月12日（土） 宮の森公園（吉祥院宮ノ東町）

 10月30日（水） 久世ニューリバー公園（久世大築町）

 11月６日（水） 島田公園（上鳥羽北島田町）

回収品目

10
月
１
日
〜
12
月
31
日

赤
い
羽
根

共
同
募
金
運
動

「京の秋　マナーとゆとりで　事故はなし」

をスローガンに、啓発活動等を行います。

【運動の重点目標】 
～子どもと高齢者の交通事故防止～
◆ 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の

交通事故防止

◆ 全ての座席のシートベルトとチャイルド

シートの正しい着用の徹底

◆飲酒運転の根絶

◆二輪車の交通事故防止　　

問＝地域力推進室 （☎681-3417）

秋の全国交通
安全運動
９月21日（土）～30日（月）

南区では株式会社ナベル（南区

西九条）の協力を得て、「日本の
食文化を陰で支えている機械」を
テーマに16歳以上の方を対象とし

た見学会を開催します。

これは区内の企業と区民との交

流促進を図る取組で、「南区基本

計画」（第２期）の重点プロジェクト事業の一つに位置付けていま

す。当日は、私たちの食卓に欠かせないたまごが、鶏舎を出てから

私たちのもとに届くまでの様々な工程に関する講座やたまごの選別

機械を製造する工場の見学、実際に小さな機械を使ったたまごの

パック詰め体験などを通じて、世界に誇るナベルの技術をわかりや

すく学びます。多くの皆さんのご応募をお待ちしています。

〜
株
式
会
社
ナ
ベ
ル
本
社
で
開
催
〜

参
加
者
募
集
！

日時　11月13日（水） 午後１時30分～３時30分
場所　 株式会社ナベル本社（西九条森本町86）

市バス（16号系統）「十条大宮」から南東へ徒

歩５分又は「十条油小路」から南西へ徒歩５分、

地下鉄「十条駅」から西へ徒歩10分、近鉄「十条

駅」から南へ徒歩３分

内容 　「日本の食文化を陰で支えている機械」を
テーマにした講座やたまご選別機械の製造

工場見学、小さな機械を使用して行うたまごのパック詰め体験など

対象　区内在住又は通勤・通学する16歳以上の方（子ども連れ参加不可）
定員　30名（多数抽選、当選者には後日案内状を送付）
費用　無料（現地までの交通費は各自負担）
申込　 ９月17日（火）から30日（月）までに、電話又はFAXか南区役所ホームペー

ジで。FAX及びホームページからの申込は、参加者全員の氏名・住所・年
齢・電話番号・勤務先を明記。

※ お申込みいただいた内容は、（株）ナベルへ報告させていただきます。あらか

じめご了承ください。

問・ ＝地域力推進室（☎681-3417、FAX 671-9653、ホームページアドレス 

http://www.city.kyoto.lg.jp/minami/page/0000153919.html）

（株）ナベル本社

たまごの自動選別包装装置

「日本の食文化を陰で支えている機械」を
テーマにした見学会

第６回「南区企業の“知”活用促進事業」 11/13（水）
開 催

たまごの自動選別包装装置の
国内トップ企業です !

「
知
る
」「
見
る
」
み
な
み

その㉗

８
月
３
日
、「
カ
フ
ェ
密
柑
」
に

よ
る
ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
が
、

九
条
大
宮
〜
札
ノ
辻
大
宮
の
地
域

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
350

名
と
多
く
の

方
々
が
参
加
。
南
青
少
年
活
動

セ
ン
タ
ー
や
地
域
の
各
商
店
と
若

手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
協
力
し
、
各

会
場
で
は
芸
術
や
料
理
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
手
作
り
品
の
販
売
、

楽
器
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。会

場
は
来
場
者
の
笑
顔
と
歓
声

で
大
い
に
賑
わ
い
、
ま
ち
お
こ
し

の
第
一
歩
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
に
な

り
ま
し
た
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
田
中
セ
ツ
子

京
都
結
婚
塾
」で
は
、小
学
生
時
代

を
懐
か
し
み
な
が
ら
独
身
男
女
が

交
流
す
る
婚
活
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
入
学
式
に
始
ま
り
、

１
〜
６
限
目
ま
で
図
工
や
音
楽
な

ど
授
業
形
式
で
交
流
を
進
め
る
と

と
も
に
、
昼
食
に
は
給
食
も
ご

用
意
し
ま
す
。

人
生
の
伴
侶
を
探
し
に
、
私
立

ド
ク
ダ
ツ
学
園
に
参
加
し
て
み
ま

「
み
な
み
力
で
頑
張
る
！
区
民
応
援
事
業
」の
活
動
紹
介

【
カ
フ
ェ
密
柑
】 

【
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
田
中
セ
ツ
子
京
都
結
婚
塾
】

「
み
か
ん
マ
ル
シ
ェ
」

ま
ち
お
こ
し
イ
ベ
ン
ト
を　

開
催
し
ま
し
た

「
休
眠
施
設
を
活
用
し
た

少
子
晩
婚
対
策
コ
ン
カ
ツ

（
京
都・南
区
恋
物
語
）」

学
園
モ
ノ
婚
活「
私
立
ド
ク

ダ
ツ（
独
身
脱
出
）学
園
」

を
開
催
し
ま
す　

南
区
役
所
か
ら
の
補
助
金
を
受
け
て
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

せ
ん
か
。

日
時　

10
月
26
日（
土
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

場
所　

元
山
王
小
学
校

　
　
　

（
東
九
条
東
山
王
町
）

内
容　

入
学
式
や
授
業
形
式
な
ど

を
取
り
入
れ
た
学
園
型
の
婚
活

対
象　

25
〜
45
歳
ま
で
の
独
身

定
員　

200
名（
多
数
抽
選
）

費
用　

４
千
980
円

申
込　

10
月
15
日（
火
）ま
で
に
電
話
で

問
・

＝
京
都
新
聞
旅
行
セ
ン

タ
ー
（
☎
256
・
２
２
３
３
）

まちおこしイベントの
当日の様子

 　

久
世
西
小
学
校
の
南
側
に
あ
る

荘
厳
な
門
と
本
堂
を
備
え
る
お
寺
。

　

こ
こ
行
願
寺
は
寛
永
６
（
１

６
２
９
）
年
に
、
日

に
っ
く
う空

春
し
ゅ
ん
け
い
そ
う

慶
僧
都ず

に
よ
っ
て
創
立
さ
れ
た
と
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
当
時
は
一
帯
が
ほ
と

ん
ど
農
地
で
、
檀
家
数
は
20
〜
30

軒
程
度
で
し
た
が
、
分
家
等
に

よ
っ
て
家
も
増
え
、
寺
は
地
域
の

信
仰
の
中
心
と
し
て
発
展
し
ま
し

た
。

　

昭
和
43（
１
９
６
８
）年
に
本
堂

が
建
て
替
え
ら
れ
、
近
代
的
な
姿

と
な
っ
た
行
願
寺
で
は
、
現
在
も

子
ど
も
会
（
大
日
如
来
）
や
施
餓

鬼
・
十
夜
会
な
ど
人
々
が
集
う
行

字
に
、
一
人
ひ
と
り
の
心
が
こ

も
っ
た
経
文
碑
は
、
地
域
の
人
々

だ
け
で
な
く
、
付
近
を
通
る
多
く

の
人
々
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　　

さ
て
、
こ
の
経
文
碑
が
完
成
し

た
時
期
は
次
の
１
〜
３
の
ど
れ
で

し
ょ
う
か
。

１　

平
成
６
年
４
月

２　

平
成
６
年
５
月

３　

平
成
６
年
６
月

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

に
ト
ラ
フ
ィ
カ
京
カ
ー
ド
（
１
千
円

券
）
を
進
呈
。
解
答･

氏
名･

住
所

･

年
齢
・
紙
面
へ
の
感
想
を
記
入

の
上
、
は
が
き
又
は
FAX
で
地
域
力

推
進
室
へ
（
９
月
30
日(

月)

必

着
。
〒
601
・
８
５
１
１(

住
所
記
載

不
要)

、
FAX 

671
・
９
６
５
３
）。

当
選
者
に
は
、
後
日
記
念
品
を
送

付(

解
答
は
次
号
掲
載)

。

問
＝
地
域
力
推
進
室

（
☎
681
・
３
４
１
７
）

◆
市
バ
ス
（
42
号
、
南
１
号
系
統

な
ど
）「
中
久
世
一
丁
目
」
か
ら

北
東
へ
徒
歩
３
分

事
が
数
多
く
開
か
れ
、
地
域
の
親

睦
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
５
（
１
９
９
３
）

年
に
は
、
本
堂
建
立
25
周
年
を
記

念
し
て
寺
の
塀
が
新
調
さ
れ
、
そ

の
際
、
も
と
の
塀
に
使
わ
れ
て
い

た
大お

お

谷や

石い
し

を
再
利
用
し
て
「
経
文

碑
」
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
大
谷
石
を
裁
断
し
た
約

280
枚
の
石
板
に
、
檀
家
や
地
域
の

人
た
ち
が
一
人
一
枚
ず
つ
文
字
を

彫
り
、
縦
３
ｍ
、
横
６
ｍ
の
大
き

さ
で
般
若
心
経
を
表
し
た
も
の
で

す
。

　

「
安
心
し
て
ゆ
け
る
よ
う
見

守
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
を

込
め
、
墓
地
の
入
り
口
に
建
立
さ

れ
た
経
文
碑
。
様
々
な
筆
跡
の
文

行ぎ
ょ
う
が
ん願

寺じ

（
久
世
中
久
世
町
）

JR
東
海
道
本
線

JR
東
海
道
本
線

桂
川
街
道

桂
川
街
道

JR
東
海
道
新
幹
線

JR
東
海
道
新
幹
線

桂
川
駅

桂
川
駅

久世橋西詰久世橋西詰

中久世北中久世北
中久世中久世

上久世上久世
行願寺行願寺

171

171

桂
川
桂
川

久
世
橋
通

久
世
橋
通

○○文文

久世西小久世西小

経文碑経文碑

東寺での写生会の様子

見学会でのハンドソープ作りの様子

人権映画鑑賞会の様子

新しく生まれた「京都駅西消防出張所」経文碑


